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は じ め に
平成13年度に は真菌資源開発分野が新設されました . 同年4月か ら教授公募が始まり, 11月1 日付けで福島
和食教授が, 次 い で助教授が セ ン タ ー 内公募され12月16日付けで横LJ新治助教授が就任 しました , 新分野の 任
務と目的は病原真菌と関連菌を棉力的に収集し, 保存管矧 こ賓任を持 っ てあたり, 研究面で は こ れ らを過伝栄
藤に応しい高価値を付加するため の研究と開発をする ことで す. もちろん , こ の 日的は , 新分野の み で 遂行す
るに は大き過ぎますの で , セ ン タ ー 内の 共同研究はもとより日本国内, 海外との共同研究を横板的に展開され
るよう, 期待 して おります. セ ン タ ー の 遡常に関し て は生態分野 (客点) と協力して参画するこ と に なりま し
た .
夷薗資源開発分野新改の概算要求の経緯に つ い て は2000年 (平成12年) の年報に電卓ましたが. こ の 成功に
は ｢感染症研究に関する四大学連携+ の結成が大きな力となりました. 昨年は ペ ー ジの 関係で触れる ことが で
きません で した の で , こ こ に概略を述 べ て置きます . 平成12年5月25日の文部省ヒ アリ ン グ時に , 担当課長 は7
月に行われる沖縄サ ミ ッ ト で 日本政 剛ま感娘症対策を表明する ことに なるかもしれない の で , 文部省と して も
対応を考えて い る, と話されま した. 9月11 E] に九州大学生体防御医学研究所長の笹月健彦教授 (現在は国立
国際医療セ ン タ ー 研究所長) からお電話があり, 九州大学生体防御医学研究所感染防御研究セ ン タ ー , 長崎大
学熱帯医学研究所熱帯感染症セ ン タ ー , 琉球大学遺伝子実験セ ン タ ー と共 に当セ ン タ ー も連携して協力体制を
作り, 感染症研究拠点化の概昇要求に当たりたい, と の お話が ありました . こ れを受けて何度か書類を フ ァ ッ
ク ス で やり取りの後に2000年9月16日 に 九大から文科省 へ 振出された音数 ｢感染症研究 に関する四大学の役
割と連携+ とポ ン チ絵が大蔵省と総務庁 へ の説明資料とな っ た と伺 っ て います. 波浪 武教授 (現九州大学生
体防御医学研究所長) に よ っ て 作られた, こ の資料は当セ ン タ ー の 研究目的と投射を鮮呪 端的に要約して お
り, 別 の機会に も何回か鋭明資料とし て使わせ て い ただきま した , そ の後もこ の連携は ｢感染症研究施殴四大
学連絡会議+ として活動 し, 2001年4月19日 に 九州大学生体防衛医学研究所で第 一 国会我が開催され, 年1回
持ち回りで , 2001年度は2002年3月 に琉球大学遺伝子実験セ ン タ ー で 開催される予定です .
2001年度の 真菌医学研究セ ン タ ー の 重要な成果 は, 西村が代表として本年度文科省科学技術振興調盤費 ｢病
原真薗 ･ 放線菌遺伝資源の 国際的拠点形成の ため の基盤整備+ を申請し採択された こ と です. こ の 研究助成は
昭和56年に創設され旧科学技術庁が行 っ て い たもの で , 今回は, 文科省として は初めて2001年4月19 El付けで
公暮され, 公募項目の ひ と つ の先導的研究等に ｢知的基盤整備のうち先導的なもの+ が含まれて おりました.
本部からは5月8日付け で書現が当セ ン タ - に 配付され. 応募する決意をしたの が 5月16 日, 提案書の 大学
提出締め切りが 5月23 日という慌ただ しさ で したが , 新分野の概算要求の ため に種 々 の資料を作り将来計画に
つ い て考え続けたこ とが , 立亀 提案書の作成 に大い に役立ちま した . 7月16 日に ヒ ア リ ン グの対象に 選ばれ
た旨通知があり, 7月27 日に 三上 福島両教授と共に説明資料と菌株リ ス ト各20部を文京区にある東京富山会
館に運び ヒ ア リ ン グ に臨みました . 7月31 日午後4 時50分頃に ラ イ フ サ イ エ ン ス 課の担当者から私達の 提案が
採択されたと の電話連絡が入りました . 8月2 E]に は文部省から担当の津島, 荒木の 両氏が来所さ れ , 宮沿,
三上 福島の各教授, 西札 掘江事務室昆 鈴木庶務 ･ 研究協力係長と水野会計係長が 出席して , 10時か ら昼
食を挟ん で 5時間半か け て研究計画の打ち合わせと本申請書の 作成法に つ い て の 説明を受けまし た . こ の 時点
で理化学研究所生物基盤研究部と国立遭伝研究所の生命情報 ･ DD B J(D N A Data Bas e of Japa n) 研究セ ン
タ ー に 協力を要請する ことが決まり , そ の 日 の 夕方に理研の工藤俊章室長, 過伝研の菅原秀明教授 へ 依頼 して
御参加がきまり, 3 日か ら積算資料を含めた申請書類の 作成が始まりました. 関係教官 と事務官が打 っ て 一 丸
と な っ て , 土曜, 日曜も遅くまで 働き, 8月13 日に文科省 ヘ 音類を提出しました . 8月7 - 10 日に は当セ ン タ ー
内 で病原真菌の講習会が開催されたため, 多忙を極め た10 日間で ありました .
知的基盤整備とい っ て も高度研究を対象の研究助成で ある ことが , ヒ ア リ ン グ で の質疑応答からも痛感させ
られま した の で , 英文タイ ト ル は私達の 覚悟を示 して ``Fro ntie r Btudie B a nd inte rnational netw orking of
gen etic r e sou r c e sin pathoge nicfungi a nd actin o myc etes
” と しま した . 研究組織は以下の通りで す.
研究代表者 西村和子 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
1 . 病原真菌 ･ 放線菌による感染症の疫学的研究と病原菌株の 国際的な収集 (収集班)
研究担当者 (代表) 宮治 誠 (千葉大学真菌医学研究 セ ン タ ー )
2 . 病原真菌 ･ 放線菌の保存の ため の 基盤整備および分子系統と分子同定法の 開発 (保存班)
1) 病原其菌関連菌株の保存と保存技術の 開発 , お よび系統解析と新規分子同定法の 開発
研究担当者 (代表) 西村和子 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
2) 病原放線菌関連菌株の保存と保存技術の移転, お よび系統分轍学的研究
研究担当者 (代表) 工藤俊幸 (理化学研究所物基盤研究部微生物研究室)
3 . 病原真菌 ･ 放線菌を遺伝資源とした医薬の 開発 (活用班)
研究担当者 (代表) 三上 嚢(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
4 . 病原其菌 ･ 放線菌の.デ
ー タ ベ ー ス の 構築と提供 (デ ー タ ベ - ス 班)
研究担当者 (代表) 菅原秀明 (国立遺伝研究所生命情報部, DDJB研究セ ン タ ー )
振興調整党閥係の平成13年度活動報告杜来年年報に掲載予定で す. こ の 研究助成は当セ ン タ ー の 将来計画に
重大 な影響 を及ぼ します. 大きな成果をあlヂて当セ ン タ ー の 発展 に結びつ けた い と決意 して います.
最後 に , 鈴木保久手寮長が平成13年 7月31日付けで 理学部事務長 へ 配置転換に なりました . 鈴木前事務長に
は西村 の セ ン タ ー 長就任と同時に着任され, 新米セ ン タ ー 長をよく補佐し, とりわけ新分野設立 に た い へ ん尽
力されま した. JL1か ら御礼申し上げます. 後任 に は本部静務課菊江 寛課長補佐が8月1日付 けで 事務室長と
して着任 し, そ の 日か ら振興調整費申請の ため の対応の 日 々が続きました . 来年度は更に大きな成果をあげら
れる よう, 関係各位に セ ン タ ー を代表し て御協力をお磨い 申し上げます .
平 成 14年 1 月
千葉大学 真 薗 医学研 究 セ ン タ ー 長
西 村 和 子
